
Information

　 　 　 　 I N F O R M A T I O N

　障害をお持ちのお子さま、家族で

ゆっくり間近で花火が見れます！特別観覧エリアを準備

していますので、安心して来てください。招待団体、地元の

子どもたちと家族以外の方も、エリア外で観覧できます。

　詳細はＹＡＳＵ海の駅クラ

ブホームページ、またはイン

スタグラム「umieki1855」

をご覧ください。

■問い合わせ／ＹＡＳＵ海の駅クラブ ☎57ー1855

日時

ヤ・シィパーク場所

　今年で最終回、第30回を

迎えた冬の夏祭り。これま

でご協力くださった皆さま

に感謝いたします。

 　誰かが待っている気が

して、ふと行きたくなる場

所でありたいと願い、今

年のテーマは「赤岡へ帰ろう」に。

自分たちが思うそれぞれの「赤岡へ帰ろう」を表現しま

す。最後の冬の夏祭りに遊びに来ませんか？

■問い合わせ／冬の夏祭り実行委員会事務局

　　　　　　（おっこう屋）☎55ー3468

迎

で

に

 　

年のテー

自分たちが思うそれぞれの「赤

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
全
国
的
に
多
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
、悪
質
・
巧
妙
な
手
口
で
犯
罪
に

荷
担
さ
せ
ら
れ
、
犯
罪
実
行
の
求

人
広
告
に
応
募
し
た
こ
と
で
、
特

殊
詐
欺
や
強
盗
の
加
害
者
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
等
も
多

発
し
て
お
り
、
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

■
お
子
さ
ん
に
伝
え
て
ほ
し
い
こ
と

　
　
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
知
り
合
っ
た
人
と

会
わ
な
い
」
、「
自
分
や
友
達
の
写

真
は
送
ら
な
い
」
、「
個
人
情
報
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
画
像
を
載
せ
な

い
」
、「
個
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
ま
な
い
」

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
被
害
事
例

　
　
「
誘
拐
、性
的
な
被
害
」
、「
住
所

等
を
特
定
さ
れ
、
個
人
情
報
を
無

断
掲
載
」
、「
裸
の
写
真
を
送
れ
と

要
求
さ
れ
、裸
の
写
真
を
ネ
ッ
ト
上

で
拡
散
」、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
誹
謗
中
傷
」

　　

お
子
さ
ん
を
犯
罪
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
も
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
使
い
方

に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
い
、ル
ー

ル
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会

☎
55
ー
0
1
1
0
）

■
実
施
期
間

９
月
１
日（
月
）〜
12
月
31
日（
水
）

例
年
、秋
口
か
ら
年
末
に
か
け
て

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。９
月
末
現
在
、

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴

は
、
自
転
車
運
転
中
の
事
故
が
最

も
多
く
、
次
い
で
歩
行
中
の
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

高
齢
者
が
交
通
事
故
の
犠
牲
者

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、「
高
齢
者
交

通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実

施
中
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
へ

　
　

道
路
横
断
時
は
、
信
号
ま
た
は

横
断
歩
道
が
あ
る
所
で
左
右
の
安

全
を
し
っ
か
り
確
か
め
て
渡
り
ま

し
ょ
う
。ま
た
、こ
れ
か
ら
の
時
季

は
日
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
き
ま
す
。

暗
い
時
間
帯
は
、
明
る
い
色
の
服

装
に
反
射
材
を
積
極
的
に
活
用

し
、
自
転
車
は
暗
く
な
る
前
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
、
周
囲
に
注
意
し

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　
　

通
り
慣
れ
た
道
路
で
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
全
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
、通
り
慣
れ
た
道
路

ほ
ど
、し
っ
か
り
安
全
を
確
か
め
な

が
ら
、
事
故
を
防
ぐ
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美
☎
55
ー
0
1
1
0
）

P
警 察警 察

police station

市のうごき　（Ｒ7.9.30現在） 〔　 〕は昨年同月対比

■人口／32,333人 

　　（男／15,714人 女／16,619人）

■世帯／15,562戸

■出生／17人 ■死亡／38人

■転入／87人 ■転出／50人

■対前月人口比／16人増

９月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

1件〔1件減〕

185件〔1件減〕

　
　

高
齢
者
交
通
事
故
防
止

　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
の

被
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

　宵の赤岡をきつねの行列が練り

歩く、近頃そんな噂があるらしい…

◆狐の嫁入り行列

❶１８：３０～１９：１０（予定）❷１９：４０～２０：２０（予定）

■内容／狐の嫁入り行列（全２回公演）、個性あふれる作

品が赤岡の夜を彩る「夜ののきさき美術館」、グルメやス

イーツ盛りだくさんのオープンカフェなど。

※絵金蔵は開館時間を延長し、９：００～２０：００時まで営業

（１９：３０入館締め切り）

■問い合わせ／絵金蔵 ☎57ー7117

狐の夜市狐の夜市
１１／２２（土）１８:００～２１:００日時

赤岡町本町通り場所

き つ ね の よ い ちき つ ね の よ い ち

※小雨決行、荒天中止

日時

場所

１１／２３（日）１１:００～１６:００
のいちふれあいセンター

■内容／●　　児童・生徒の人権作品表彰式　作品展示
●　　戦後８０年をみんなで考える映画上映会

　アニメ「窓ぎわのトットちゃん」

開場／１３：３０　　　上映／１４：００～１６：００
●手話サークルによる手話体験、行政書士による無料相

談会、各種団体の紹介やパネル展示など盛り

だくさん！ミニ列車乗車体験、こども食堂も

　あるよ！詳細はホームページをご覧ください。

■問い合わせ／市役所人権課 ☎57ー8507

２０２２０２５香南市香南市　人権啓発人権啓発
フェスティバルフェスティバル

ホームページ▲

　名物のトラックいっぱいの大根・カブ、つきたてお餅の

販売から、お宝探し、ＹＡＳＵコレ２０２５秋冬ファッション

ショー、子どもたちのステージダンス、うまいもの屋台 な

ど、楽しいこと満載でお待ちしています！

　詳細は香南市観光協会ホー

ムページ、またはインスタグラム

「yassynomaturi」をご覧ください。

■問い合わせ／ヤ・シィの秋まつり実行委員会

　　　　　　 ☎57ー1855

　　ヤ　　ヤ・シィの秋まつり
１１／２３（日）９:００～１５:４５

※小雨決行

日時

ヤ・シィパーク場所

第２３回

ホームページ▶

インスタグラム▶

ホームページ▲ インスタグラム▲

　土佐藩の土台を築いた伝説的人物野中兼山の実像に

迫る、兼山ゆかりの資料が一堂に会する初の企画展。

　兼山ゆかりの資料を幅広く紹介し、改めてその事績と

生涯、兼山が生きた時代を振り返ります。

■観覧料／８００円（高知城とのセット券１, ０４０円）

※高校生以下 、高知県または高知市長寿手帳をお持ちの方は無料

■問い合わせ／高知県立高知城歴史博物館

　　　　　　　　　　　　　☎088ー871ー1600

１２／７（日）まで  ９:００～１８:００

高知県立高知城歴史博物館
（高知市追手筋2-7-5）

　　 　　 　◆　企画展企画展　◆　野中兼山野中兼山
　～時代を見据え時代を見据え、変革に挑変革に挑む～
日程

場所

高知城
歴史博物館

※日曜は８：００～１８：００、展示室への入室は閉館３０分前まで 

１１／３０（日）１８:００頃 ※雨天決行

ユニバーサル花火大会ニバーサル花火大会

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　　

今
か
ら
約
400
年
前
、赤
岡
町
の
浜

で
採
れ
た
塩
が
、香
美
市
物
部
町
の

奥
地
ま
で
運
ば
れ
て
い

た
。当
時
山
奥
の
人
々

は
、
生
き
る
た
め
に

不
可
欠
な
塩
が
手

に
入
ら
な
か
っ
た
た

め
、
山
道
を
何
十
キ

ロ
も
歩
い
て
調
達
に
行

く
必
要
が
あ
っ
た
。そ
の
道
が
か
つ

て「
塩
の
道
」と
呼
ば
れ
た
往
還
道
だ
。

当
時
の
赤
岡
町
は
商
都
と
し
て
栄
え
、

塩
と
生
活
物
資
が
運
ば
れ
る
道
は
、

山
間
部
の
人
々
の「
命
を
繋
ぐ
道
」で

も
あ
っ
た
。道
中
に
は
、旅
人
の
安
全

を
見
守
る
馬
頭
観
音
、道
標
の
丁
石

や
茶
店
跡
な

ど
が
遺
り
、往

時
の
息
吹
を

感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　　
そ
ん
な
塩
の
道
は
車
社
会
に
移
行

す
る
と
と
も
に
消
え
て
し
ま
う
の
だ

が
、平
成
14
年
、地
元
の
有
志（
現
保

存
会
員
）ら
が
過
疎
の
進
む
故
郷
の

活
性
化
の
た
め
、自
ら
の
土
木
工
事
に

よ
り「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
道
」と
し
て
蘇
え

ら
せ
た
。
有
志
ら
は
精
力
的
な
取
り

組
み
を
重
ね
、
活
動
20
年
目
に
は
約

７
，０
０
０
人
が
訪
れ
る
と
い
う
実
績
を

上
げ
た
。そ
の
行
動
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
た
の
は
、「
祖
先
が
歩
い
た
道
」、「
親

が
塩
と
共
に
お
土
産
を
買
っ
て
き
て

く
れ
た
記
憶
」と
い
う
よ
う
な
、「
大
切

な
人
と
の
絆
」で
あ
っ
た
。や
が
て
、そ

の
有
志
ら
に
も「
高
齢
化
」の
波
が
押

し
寄
せ
、蘇
っ

た
道
は
再
び

存
続
の
危
機

に
晒
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
。年
間
200
人
役
に
及

ぶ
整
備
が
必
要
な
古
道
は
、
維
持
す

る
た
め
に
膨
大
な
労
力
が
求
め
ら
れ

る
。そ
ん
な
中
で
地
元
の
自
衛
隊
員

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
が
始
ま
る
。

支
援
は
10
年
目
に
入
り
、や
が
て
そ
の

輪
は
外
部
に
も
広
が
り
、再
び
、道
を

未
来
に
繋
ぐ
動
き
が
起
き
て
い
る
。そ

こ
に
集
う
賛
同
者
は
、
共
に
汗
を
流

す
こ
と
で
心
の
交
流
と
、道
を
継
承
す

る
価
値
を
認
識
し
、
塩
の
道
は
再
び

500
年
を
目
指
し
て
歩
み
始
め
て
い
る
。

　
　

塩
の
道
は
時
代
を
超
え
て「
人
の

繋
が
り
」を
確
認
で
き
る
場
所
だ
。

　　　　

土
佐
塩
の
道
保
存
会

近
藤
か
お
り

土
佐
塩
の
道
400
年
の
物
語

の
こ

日時

場所

１２／６（土）・７（日）１０:００～１６:００
赤岡町横町商店街

　　赤岡冬の夏祭り赤岡冬の夏祭り第３０回

17２０２５.１１ 16 ２０２５.１１


